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川崎市臨海部における海陸風の都市熱環境への影響 

Effects of Sea and Land Breeze on Urban Heat Environment at Seaside Industrial Area in Kawasaki City  
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要旨 

工業地域の排熱が海陸風により都市熱環境に与える影響を調べるために、川崎市臨海部を対象とした都市気象観

測調査を行った。2008年８月から９月の間で、気象観測機器が常設されていない工業地域を含む南北直線上の５地

点において、気温、風向、風速などを観測した。南風及び北風が卓越したときのデータを抽出し、解析した結果、

日中（午前６時から午後６時）及び夜間（午後７時から午前５時）ともに、工業地域の風下地点の気温は、風上地

点よりも平均で約 0.5℃高いことが分かった。また、日中の南風卓越時のデータを日射量と風速で分類した結果、

日射量が多く、風速が大きい時間ほど、工業地域の風下地点の気温が風上地点よりも高くなる傾向がみられた。こ

れらの結果から、工業地域の産業活動に伴う排熱の移流、人工地表及び構造物による放射が、工業地域の風下地点

の気温上昇に寄与していることが示唆された。 
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Keywords： urban heat environment, meteorological observation, industrial exhaust heat, 
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１ はじめに 

環境省は、地球全体の平均気温が約 0.6℃上昇してい

るのに対し、日本の大都市として代表的な東京、名古屋

などの６都市においては、平均気温が２から３℃上昇し

ており、地球の温暖化の傾向に比べて、ヒートアイラン

ド現象の進行傾向は顕著であると報告している 1)。都市

域ではこのようなヒートアイランド現象が深刻化してお

り、都市熱環境の実態把握は低炭素都市を形成する上で

も不可欠である。都市の熱環境は、アスファルトや植生

などの地表の被覆状況、工場などの人工排熱、都市の土

地利用形態などにより決まることが知られている 1)。そ

の中でも工業地域を有する都市においては、その産業活

動に伴う排熱による都市の気温上昇への影響を軽視でき

ないという報告がなされている 2), 3)。川崎市は臨海部に

工業地域を有しており、日中における東京湾からの海風

の影響により、工場排熱の内陸部への移流の影響が想定

される。しかしながら、川崎市の臨海部では気象観測機

器が常設されておらず、その熱環境の実態を十分に把握

できていない。 

本研究では、工業地域の排熱が海陸風により都市化し

た地域の熱環境にどのような影響をもたらすかを明らか

とするために、工場が密集する川崎市臨海部及び市街地

の複数地点の気象観測を行った。 

 

２ 方法 

2.1 観測地点 

本研究にて観測を行った地点を図１に示す。川崎市臨

海部の東京湾に面した東扇島の地点Aから、工業地域で 
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図１ 川崎市臨海部における観測地点 

 

表１ 調査で使用した観測機器（( )内は製造メーカー） 

地点 気温 風向・風速 日射量

A TR-72U
（T&D）

Weather WizardⅢ
（DAVIS INSTRUMENTS）

MR50
（英弘精機）

B TR-72U
（T&D）

Weather WizardⅢ
（DAVIS INSTRUMENTS） －

C HL3631
（AS ONE） － －

D TR-72U
（T&D）

Weather WizardⅢ
（DAVIS INSTRUMENTS） －

E FT-H
（光進電気工業）

MVS-300
（光進電気工業）

－
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（a）全時間帯      （b）日中（午前６時から午後６時）  （c）夜間（午後７時から午前５時） 

図２ 南風卓越時における風上地点Aとの気温差（℃） 
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（a）全時間帯      （b）日中（午前６時から午後６時）  （c）夜間（午後７時から午前５時） 

図３ 北風卓越時における風上地点Eとの気温差（℃） 

 

ある水江町（地点B及びC）及び夜光（地点D）を経由し、

北側の住宅地域である大師（地点 E）にわたる南北方向

約５kmの範囲内の５地点にて定点観測を実施した。地点

A は、東扇島の南西に位置する東扇島西公園（約

45,000m2）の中であり、南風（海風）が吹いたときに東

京湾から冷涼な大気が流れてくる地点である。観測高さ

は気温 1.5m（風向･風速３m）で、周囲に建造物はなく、

公園内は緑地が広がる。地点Bは、水江町の南端に位置

する水江町公園（約 7,000m2）の中である。観測高さは

気温1.5m（風向･風速３m）であり、公園内に建造物はな

く緑地であるが、公園の外は工業地域である。地点Cは、

水江町の中央に位置する企業の事務所敷地内であり、観

測高さは15mで周囲は工業地域である。地点Dは、夜光

地域に位置する川崎市のリサイクル資源の分別施設の敷

地内であり、観測高さは気温1.5m（風向･風速３m）で周

囲は工業地域である。地点Eは、大師地区に位置する大

師一般環境大気測定局（環境省報告名称：（旧）大師健康

ブランチ）4), 5)であり、観測高さは 15m で周囲は低層の

住宅地域である。 
 

2.2 観測方法 

表１に本調査で使用した観測機器を示した。観測調査

期間は、2008年８月21日から９月25日までである。 

気温の観測器差については、地点 A、C 及び E で使用

した機器に対して４日間の器差試験を行い、測定分解能

0.1℃において、器差がみられた84%のデータの平均器差

が0.24℃（最大器差0.5℃）である。この結果における

各機種間の関係では、機種間による正及び負に偏るよう

な系統的な差はみられなかったため、気温に関する器差

補正は行っていない。 

風向及び風速に関しては、地点 A、B 及び D で使用し

た機器について４日間の器差試験を行い、器差がみられ

た 17%のデータの平均器差は 0.44m/s であった。風向で

は器差がみられた39%のデータの平均器差は26.4°であ

り、これらの結果は本調査で使用した機器の測定分解能

（風速0.4m/s及び16方位の風向で22.5°）と同程度で

あるため、風向及び風速に関する器差補正は行っていな

い。 

 

３ 結果と考察 

3.1 南北の風向における気温差 

全観測期間のうち、降雨がなく、かつ風向を観測した

4 地点全てにおいて南風（南南西、南、南南東）または

北風（北北西、北、北北東）である時間を抽出した。南

風が卓越した時間は、日中で19データ、夜間で9データ

であり、北風が卓越した時間は、日中で71データ、夜間 
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（a）日射量500W/m2以上                 （b）日射量500W/m2未満 

図４ 南風卓越時19データの日中における風上地点Aとの気温差（地点Aにおける風速、日射量で分類） 
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図５ 南風卓越時の各観測地点における温度の時間変化（地点Aで観測された日射量（棒状、右軸にスケール）及び風

向・風速（図下の矢印、Cは静穏）を表示） 

 

で55データであった。風上地点と各地点との気温差を日

中及び夜間に分けて図２及び図３に示した。 

南風卓越時の地点Aと各地点との平均気温差は日中で

0.6から1.0℃であり（図２(b)）、夜間で地点C以北にお

いて 0.4 から 0.7℃であった（図２(c)）。南風卓越時の

日中の気温差についてはバラツキが大きいため、次節で

詳細に考察する。一方で、北風卓越時の地点Eとの平均

気温差は日中で地点D以南において0.5から0.7℃であ

り（図３(b)）、夜間で0.2から0.6℃であった（図３(c)）。

図２及び図３より、風下地点の気温が風上よりも高くな

っており、その差は平均で0.5℃であった。 

 

3.2 南風卓越時の日中における気温差 

南風卓越時において、産業活動が活発な日中の気温差

を時間値で考察した。南風により東京湾からの冷涼な大

気が地点Aに流入し、北上する途中で工業地域の排熱影

響を受け、住宅地域である地点Eに流れることを想定し

た。抽出した南風卓越時の日中の 19 データを、地点 A

で測定した風速及び日射量で分類し、風上地点との気温

差を図４に示した。ここで日射量 500W/m2となる時間帯

は、晴天時の午前９時から午後３時頃である。日射量

500W/m2 以上では、地点 E と地点 A との気温差は風速

2.5m/s以上で1.0から2.1℃であるが（図４(a)）、日射

量 500W/m2未満では、地点E と地点 A との気温差は風速

2.5m/s以上において最大で1.1℃であった（図４(b)）。

これらの結果は、南風卓越時の日中では、日射量が多く、

風速が大きい時間に、地点Aと地点Eの気温差が大きく

なることを示す。このことから地点Eでの地点Aに対す

る高温の原因は、日射により暖められた地表からの加熱

効果と工業地域の排熱による影響が考えられる。 

 

3.3 南風卓越時の観測事例 

図５に南風が顕著に卓越した９月１日から３日まで

の観測結果を示す。この３日間で降雨は観測されなかっ

た。９月１日は日射量が少なく風速が小さい。９月２日

から３日は日射量が多く風速が大きい。地点Bの気温は
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夜間においては３日間とも地点Aと同様であるが、９月

１日の日中は地点Aと同様な変動を示し、９月２日及び

３日の日中は地点 A よりも約１℃高い（図５）。地点 B

の気温は夜間において、緑地である地点Aの気温とほぼ

同じになるため、地点Bの周囲の地表や建物などからの

加熱効果は小さい。地点Bの気温が日中に地点Aよりも

高い要因としては、地表の放射影響よりも、排熱の移流

影響を受けている可能性が高い。一方、９月２日４時と

３日４時をみると、地点C、D及びEの気温上昇は、地点

A 及び B の気温上昇よりも大きい。これらの３地点では

地表や構造物からの放射による影響が考えられる。 

 

４ まとめ 

本研究では、川崎市臨海部において、南北直線状の 5

地点で気象観測を行い、海陸風、人工排熱による都市熱

環境への影響を考察した。その結果、以下のことが分か

った． 

（1）南風及び北風卓越時には、風下地点の気温は風上地

点と比べ、平均で約0.5℃高かった。 

（2）南風卓越時には、日射量が大きく、風速が大きい時

間に風下地点の気温が高かった。 

（3）上記の要因として、海風により移流する工場排熱の

影響、地表及び構造物からの放射による影響が示唆さ

れた。 
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